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国立大学法人和歌山大学

（単位：円）

区分 予算額 決算額
差額

（決算－予算）
備考

収入

　運営費交付金 3,806,884,000 4,161,111,339 354,227,339 注1)

　施設整備費補助金 765,890,000 815,142,000 49,252,000 注2)

　補助金等収入 253,780,000 631,919,016 378,139,016 注3)、注4)

　大学改革支援・学位授与機構施設費交付金 14,000,000 14,000,000 －

　自己収入 2,478,516,000 2,245,783,848 △ 232,732,152

　　授業料、入学金及び検定料収入 2,411,582,000 2,153,710,950 △ 257,871,050 注5)

　　雑収入 66,934,000 92,072,898 25,138,898 注6)

　産学連携等研究収入及び寄附金収入等 139,746,000 339,397,334 199,651,334 注7)

　前中期目標期間繰越積立金取崩 66,850,000 318,951 △ 66,531,049 注8) 

　目的積立金取崩 97,370,000 8,357,766 △ 89,012,234 注9) 

計 7,623,036,000 8,216,030,254 592,994,254

支出

　業務費 6,606,005,000 6,510,157,536 △ 95,847,464

　　教育研究経費 6,606,005,000 6,510,157,536 △ 95,847,464 注10) 

　施設整備費 779,890,000 829,142,000 49,252,000 注11)

　補助金等 97,395,000 113,996,356 16,601,356 注12)

　産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 139,746,000 263,483,804 123,737,804 注13)、注14)

計 7,623,036,000 7,716,779,696 93,743,696

収入－支出 － 499,250,558 499,250,558

　　　なっています。

　　　なっています。

　　　なっています。

　　　収入」、経常費用の「業務費」及び「一般管理費」に計上しています。

注14) 科学研究費助成事業の間接経費は、決算報告書では収入の「産学連携等研究収入及び寄附金収入等」、支出

　　　の「産学連携等研究経費及び寄附金事業費等」に計上していますが、損益計算書では経常収益の「研究関連

　　　123,737,804円多額となっています。

注6)　主として講習料収入、合同企業説明会参加費収入等の増加により、予算金額に対して決算金額が25,138,898円

　　　多額となっています。

注13) 主として　寄附金経費による支出が見込よりも多かったことにより、予算金額に対して決算金額が

注10)　主として物件費が見込よりも少なかったことにより、予算金額に対して決算金額が95,847,464円少額と

注11)　注2)により、予算金額に対して決算金額が49,252,000円多額となっています。

注12) 補助金等の支出額が見込よりも多かったことにより、予算金額に対して決算金額が16,601,356円多額と
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注1)　予算段階では予定していなかった教育・研究基盤維持経費等の追加配分があったことなどにより、予算金額に

注4)　補助金等収入には、授業料等減免費交付金が516,736,300円含まれており、本補助金は授業料等免除に使用

　　　対して決算金額が257,871,050円少額となっています。

　　　しています。

注5)　主として修学支援新制度の拡充等により、授業料収入、入学料収入が見込より少なかったため、予算金額に

　　　対して決算金額が354,227,339円多額となっています。

注3)　修学支援新制度拡充による授業料等減免費交付金の増加など、補助金等が見込よりも多かったことにより、

注2)　予算段階では予定していなかった補助事業の計画変更などにより、予算金額に対して決算金額が49,252,000円

　　　多額となっています。

      予算金額に対して決算金額が378,139,016円多額となっています。

注7)　主として寄附金の獲得が予定より多かったことにより、予算金額に対して決算金額が199,651,334円多額と

注9)　　目的積立金の支出額が見込よりも少なかったことにより、予算金額に対して決算金額が89,012,234円

　　　少額となっています。

注8)　前中期目標期間繰越積立金の支出額が見込よりも少なかったことにより、予算金額に対して決算金額が

　　　66,531,049円少額となっています。


